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１．CCS/CCUS事業の概要
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１.（1） CCS/CCUSとは

CCSとCCUSの違い
CCS (Carbon dioxide Capture and Storage)

➡CO2を分離・回収して地中に圧入・貯留

CCUS (Carbon dioxide Capture, Utilization and Storage)

➡分離・回収したCO2を活用
例「CO2-EOR (Enhanced Oil Recovery：原油増進回収)」

CO2を油層に圧入し、地下の石油の性状を変化させて油田の生産性を
向上させつつ、大気中に放出されるCO2を削減

CCS/CCUSに対する期待
国際エネルギー機関（IEA）の報告によれば、CCUSが2070年までの累積
CO2削減量の15％を担い、年間69億tのCO2削減に寄与するとされており、
大規模なCO2削減への貢献ができる切り札として世界的に大きな期待が寄せ
られている*。

*2023年時点､全世界で計41件(49百万ｔ/年の貯留規模)のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが稼働しており、
351件(約3.1億ｔ/年)規模が建設・計画中 (GCCSI – GLOBAL STATUS OF CCS 2023)

CCS事業の全体イメージ

（海底下への貯留の場合）
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１.（2） 世界のCCS/CCUSの現状と動向

英国 米国 ノルウェー カナダ オーストラリア

CO2貯留
目標(/年)

2030年:2-3千万t
2035年:5千万ｔ

2030年:17千万t
(IEA CCUS Project 
Database 見通し)

2030年:550万t
(IEA CCUS Project 
Database 見通し)

2030年:1.5千万t
(ミニマム)

2035年:8千万t

主な支援
制度

-炭素価格との値差
支援(CfD)

-CAPEX/OPEX
間接支援 (IRA:インフレ

抑制法 税額控除)

-CAPEX/OPEX
直接支援
-炭素税減免

-CAPEX/OPEX
直接支援
-炭素クレジット

(Alberta州)

-炭素クレジット
(ERF:排出削減基金)

支援策の
予算規模

約310億円
(産業脱炭素化戦略, ‘21/3)

約3.7兆円
(CCUSビジョン ‘23/12
20年間、排出者向け)

約53兆円
(IRA全体、推計)

約1.7兆円
(IIJA: インフラ投資・雇用法)

Northern Lights
当初計画80万t分について

CAPEX:80％補助
OPEX:95-80%補助
（10年間）

N.A. 約2,500億円(ERF)

主なプロ
ジェクト

産業脱炭素化戦略

Hynet North West CCS 
(ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ), Net Zero 
Infrastructure(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ) 
など

Petra Nova PJ
(TX州、当社参画)

-石炭火力から140万ｔ/年
のCO2回収+EOR

Northern Lights PJ
(北海、Norway政府、
Equinor等参画)

-政府のLongship PJの一貫
として150万ｔ/年規模を液
化輸送･貯留

Quest CCS(Alberta)

-’15 貯留開始、オイルサンド
事業から100万ｔ/年のCO2
を回収 (連邦/州政府の双方
から補助金供与）

Gorgon Carbon 
Dioxide Injection 
Project

-西豪州Gorgon LNG PJの
一環として400万ｔ/年規模
のCO2を貯留

主要国のCCS/CCUS事業の支援制度、プロジェクト事例
※公表資料等に基づき作成
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１.（3）国内のCCS/CCUSの現状と動向

⚫2021年4月
菅総理大臣（当時）が、2030年までのCO2排出量削減目標を2013年度比46%減
（さらに50%の高みに向け挑戦）とする目標を発表

⚫2021年10月
2030年46%減、2050年カーボンニュートラル目標を含む、地球温暖化対策計画を閣議決定

⚫2022年1月～2023年3月 長期ロードマップ検討会開催

出典：CCS長期ロードマップ最終取りまとめ資料

⚫2024年5月24日 CCS事業法公布 (探査：R6年8月5日施行済み。 試掘：公布から６か月以内、貯留・導管輸送：同２年以内に施行)
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出典：CCS長期ロードマップ最終取りまとめ資料、一部加筆

ビジネスモデル構築期 本格展開期

（１）CCS事業への政府支援

（２）CCSコストの低減に向け
た取組

（３）CCS事業に対する国民
理解の増進

（４）海外CCS事業の推進

（５）CCS事業法（仮称）の
整備に向けた検討

（６）「CCS行動計画」の策定
・見直し

モデル性のある先進的CCS事業を支援し、2030年までに年間貯留量600~1,200万tの確保にめどをつけることを目指す

【支援対象】

2030年までの事業開始を目標として以下に取り組む事業者主導の事業

• CO2回収源のクラスター化やCO2貯留地域のハブ化による事業の大規模化

• 圧倒的なコスト低減

• CO2貯留地域の理解を得る方向で進める 等

【事業の想定スケジュール】

※CO2の回収源、輸送方法、CO2貯留地域の組み合わせが異なる複数プロジェクトを選定予定

地質構造調査の実施と調査データの貸出

CCS事業の持続性に関する検討と支援の実施

• 2050年におけるCCSのコスト目標を2023年比で、分離・回収コストは4分の1以下、輸送コストは7割以下、貯留コストは8割以下と設定
• コスト低減を可能にする技術の研究開発・実証を推進

2030年まで当面、国主導により地域毎にCCUS説明会を開催

CO2の貯留場が立地される地域の関係者の理解を得るために、丁寧な説明を行うことに加え、
地方公共団体や民間団体が行うCCSを中核としたハブ＆クラスターや関連する産業・雇用の
創出に向けた活動を支援する仕組みを検討

検討結果を踏まえて取組を実施

日本やアジア諸国が進める「アジアCCUSネットワーク」やJOGMECリスクマネー供給等によるプロジェクト支援を通じて、日本企業の権益取得を支援するほか、
CO2の輸出を可能とするため国際交渉に着手する

できる限り早期に
法制度化を準備

試掘権の設定

貯留事業権の設定

省エネルギーや電化、水素化等による脱炭素化の取組の進捗、コスト低減の
進捗等を踏まえ、必要な見直しを実施

CCS行動計画策定
• 年間貯留量目標の精緻化
• コスト目標の見直し
• 技術開発指針の作成
• 適地調査計画の作成

法整備

CCS適地の検討、
事業性調査等

試掘、貯留量評価等 掘削、設備投資等 操業
最終投資
決定

2024年度公募事業

★CCS事業法公布

～2023 ～2026 ～2030 ～2050

１.（3）国内のCCS/CCUSの現状と動向
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１.（3）国内のCCS/CCUSの現状と動向

苫小牧 CCS
大規模実証事業

・日本初の本格的なCCS
プロジェクトとして、CO2の
分離・回収、圧入、貯留、
モニタリングを行う国家プロ
ジェクトとして実施
・2016年度から実際の圧入
が開始され、2019年11月
累計30万ｔのCO2圧入を
達成。現在圧入停止後の
モニタリングを実施中

運営：日本CCS調査(株)*

*北海道電力、石油資源開発、
ENEOSなど、国内の電力／石油
元売／エンジニアリング会社など、
計33社が出資

日本CCS調査 HPより

出典：2024年6月28日JOGMECプレスリリース

JOGMEC 2024年度 先進的CCS事業公募結果（候補案件）

新規採択

新規採択
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２．当社CCS/CCUS事業の現状と計画
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2.（1）ENEOSグループのカーボンニュートラル基本計画（23年5月公表）

※1 BECCS：バイオマス発電時に排出されたCO2の回収・貯留
※2 DACCS：大気からのCO2直接回収・貯留
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2.（1）ENEOSグループのカーボンニュートラル基本計画（23年5月公表）

ENEOSグループの温室効果ガス排出削減に向けたロードマップ



変革期

ブルーE&P
既発見･未開発
のﾌﾞﾙｰﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

限定
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2.（2）当社の戦略とケイパビリティ

これまでの軸

石油･天然ガス
従来型E＆P

当社が参画する
事業の年間CO2
地下貯留量

(万t/年)

CCS拡大期 CCS基盤化CCS確立期

これからの軸

CCS

ブルー水素・
アンモニア

ブルー電力

産業CCS

ネガティブ
カーボン

・2030年までにCCSを実装。他社に先駆けて取り組むことで、競争優位性を構築
・CCSを軸とした多様なビジネス展開で社会のサステナビリティ実現に貢献



2022～2022～201720112007

・CCSは既存石油・ガス開発の技術が転用可能で、最も実現性の高い脱炭素技術
・大規模なCO2削減への貢献ができる切り札として大きな期待が寄せられている
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2.（2）当社の戦略とケイパビリティ

2000

ゼロフレア
(UAE, アブダビ)

CDMプロジェクト
(ベトナム)

CO2-EOR
パイロットテスト

(ベトナム)

Petra Nova
CCUS Project

(米国, テキサス州)

CO2排出削減

原油増進回収

中東初
サワーガス圧入による

CO2、硫化水素排出削減

東南アジア初
海上におけるCO2-EOR
（原油増進回収）
パイロットテスト

世界最大
燃焼排ガスCO2回収＋
CO2-EOR プロジェクト

世界初
E&P業界における

クリーン開発メカニズム
（CDM）の認定

国内初
2030年運開を目指す

先進的CCS事業のうち1件

CO2排出削減

CO2排出削減

原油増進回収

CO2排出削減

原油増進回収

CO2排出削減

原油増進回収

国内大規模CCS
(西日本)

CO2排出削減
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2.（2）当社の戦略とケイパビリティ

CCSバリューチェーンの強化・構築

Petra Nova (PNPH) West Ranch

石油・天然ガス開発（地下技術）

海上輸送はパートナリングで対応

Petra Nova：
・分離・回収装置の操業に係る知見獲得
（燃焼排ガスからCO2を回収するプラント
としては世界最大）

West Ranch 油田
パートナーとして、超臨界CO2の
P/L輸送、油田における圧入操業
モニタリングの知見獲得

当社グループへの参画で圧入井
掘削技術および操業能力が加わ
り、CCSバリューチェーンが強化
(ジャッキアップ型掘削リグｘ３基、
セミサブ型リグｘ１基を保有）



Copyright © 2024 JX Nippon Oil & Gas Exploration Corporation  All Rights Reserved. 15

2.（3）当社国内外のCCS/CCUSプロジェクト進捗状況

:ENEOS製油所

2023年2月 ENEOS, 
J-POWER, JXの3社共同
で貯留に関する調査の実施
を目的として設立

調査における想定エリア

フェーズ１（九州西部沖CCS）
西日本の製油所等から九州西部沖の
貯留地へ運搬・圧入

洋上ハブ

圧入施設

パイプライン

石油製品・電気等

CO2

(CO2 分離回収装置)

(一時貯蔵施設) CO2 輸送船

製油所・発電所からのCO2回収 輸送 CO2貯留

CO2

CO2

または、パイプライン輸送

陸上ハブ

貯留地
(石炭火力発電所)バイオマス

燃料

石炭

原油

(製油所)

貯留地の候補エリア

J-POWER

先進的CCS事業の取組み状況

調査体制
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2.（3）当社国内外のCCS/CCUSプロジェクト進捗状況

九州西部沖CCS：2030年実装に向けたスケジュールと課題等

技術的課題: 

・国内には油田、天然ガス田が少なく、安定的かつ大規模に圧入貯留地を選定するのは簡単ではない。

・採算性と安全性を最大・最適化するCO2輸送の設計や貯留モニタリング精度の最適化も課題である。

時間的制約:

・2030年実装のためには、CO2の分離回収・輸送・貯留の各スコープ間の歩調を合わせつつ、2026年までに

FIDを行う必要がある。また、FIDまでには、地方自治体、地域、漁業関係者等との合意が必須。

2022 ～2026目途 ～2030目標

初期的事業調査

候補地調査 貯留候補エリアの検討

地下構造の詳細調査

貯留候補地の選定

設備設計 基本設計

詳細設計

建設工事

▼FID

▼実装

スケジュール: 
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2.（3）当社国内外のCCS/CCUSプロジェクト進捗状況

フェーズ２
国内のHard to abate産業のCO2を太平洋側・日本海側沿岸
海域の貯留ポテンシャルが高いエリアへ運搬・圧入を検討

（参考：2022年4月20日 第4回CCS長期ロードマップ検討会資料抜粋）
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2.（3）当社国内外のCCS/CCUSプロジェクト進捗状況

◼東南アジアおよびオセアニア地域に貯留権益を確保し、船舶にてCO2を輸送した後、大規模な

貯留適地への圧入を計画（国内貯留を優先するも、貯留キャパシティの制約などを海外貯留で補完）

◼現在、マレーシアおよびオーストラリア等において具体的なプロジェクトを検討中

海外CCS/CCUSの取組み状況

豪州洋上CCS

マレーシア洋上CCS

検討中

豪州陸上 CCS

拡張イメージ

マレーシア洋上CCS 
（地産地消型）

地産地消型
Petra Nova CCUS
（地産地消型､稼働中）

タングーLNG CCUS
(地産地消型)
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2.（4）CCS事業の課題と当社の強み

ビジネスモデルのさらなる検討（政府支援策など）

排出源からのCO2 分離・回収 輸送 CO2貯留

Hard to abate 産業への
CNソリューション提供

1 排出源と貯留地の最適な
マッチング､G to G 交渉の推進

2

バリューチェーン全体のキャパシティ強化

3

4
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2.（4）CCS事業の課題と当社の強み

・国のイニシアティブにより、各地域の自治体･コンビナート等が一体となり、エミッターが

長期･安定的にCO2を分離回収できるようなスキームの構築を要望

➡ 日本に必須な重要産業の維持 と CCSのインフラ／事業の円滑な構築という、

エミッター・貯留業者共にWin-winの関係を追求

②排出源と貯留地の最適なマッチング、G to G 交渉の推進

・セカンドムーバー以降、排出源と貯留地の最適なマッチングが必要

・海外の貯留地選定/条件交渉に際しては、国益の観点から個社別ではなくG to Gに

よる調整と交渉のリードを訴えかけ

①Hard to abate 産業へのCNソリューションの提供 ＝ CO2集積リスクのMitigation
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2.（4）CCS事業の課題と当社の強み

・ビジネスモデルが確立されていない先進的CCS事業案件は、運転開始までの

CAPEX、運転開始後のOPEX全額補助を追求

・セカンドムーバー以降の案件も､貯留事業として採算が取れるスキーム構築が必須

例:FIDまでの調査・試掘費用は全額補助が必要。FID以降のCAPEXは、一定程度

リターンが得られる仕組みにより、民間投資も誘引

③ビジネスモデルのさらなる検討（政府支援策など）

④バリューチェーン全体のキャパシティ強化

・2030年に向けてはコントラクター・ベンダー・船会社などが安心して設備投資できる

早期の環境作りが必要

➡民間各社の市場参入と健全な事業育成により、CCS事業のバリューチェーン全体

のキャパシティ強化を実現する



貯留事業に紐づくバリューチェーンでのビジネス機会
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2.（4）CCS事業の課題と当社の強み

2050年に1.2億トンを達成するためには、30万トン/抗
として400本の圧入井が必要
＝ 20本/年ｘ20年の掘削ビジネスチャンス

➢ リグ事業 （取組み済）

➢ 各種資材供給（配管、ケーシング、泥水等）

➢ プラットフォーム建設事業

➢ 船舶輸送事業（共同検討を実施中）

➢ 貯留CO2のモニタリング事業
（CCS事業法で義務化）

貯留候補地の
選定・調査

設備
（基本／詳細設計）

EPC

CO2輸送、圧入・貯留、
モニタリング

➡プロジェクト・ライフにわたって収益を上げられるよう、貯留事業以外の新たなビジネス機会を積極的に模索



Copyright © 2024 JX Nippon Oil & Gas Exploration Corporation  All Rights Reserved. 23

ご参加ありがとうございました



2024年8月9日 社名の変更について～2025年1月、JX石油開発はENEOS Xploraに変わります～

2024年4月9日 JX石油開発・住友商事が米国ルイジアナ州における大規模SAF/BECCS事業に参画

2024年3月26日 マレーシアにおけるCCS技術を利用したガス田群新規開発プロジェクト(BIGST プロジェクト) 権益の取得および共同操業協定の締結について

2024年3月21日 JX石油開発・日本郵船・KNCC が CO₂の液化・貯蔵プロセスの最適化を共同検討

2024年3月19日 CCS バリューチェーン構築に向けた Chevron との共同検討の開始について

2024年3月14日 社会連携講座「革新的デジタル技術による CCSモニタリング拠点の創成」の開設について

2024年3月1日 東京湾を排出源とする海外CCSバリューチェーン構築に向けた検討に関する覚書締結について

2024年2月28日 組織改正について（４月１日付 国内CCS事業推進部 CCS事業推進部）

2024年2月5日 JX石油開発と商船三井が CCSバリューチェーン構築に向けた海上輸送等の調査・検討に関する覚書を締結

2023年12月15日 日豪間の CCS バリューチェーン構築に向けた Santos との共同検討の開始について

＜参考＞ 最近の当社CCS関係などの動き（昨年末からのニュースリリース）

https://www.nex.jx-group.co.jp/newsrelease/upload_files/20240809JP.pdf
https://www.nex.jx-group.co.jp/newsrelease/upload_files/NOEX20240409JP.pdf
https://www.nex.jx-group.co.jp/newsrelease/upload_files/20240326JP.pdf
https://www.nex.jx-group.co.jp/newsrelease/upload_files/Noex0321JP.pdf
https://www.nex.jx-group.co.jp/newsrelease/upload_files/20240319JP.pdf
https://www.nex.jx-group.co.jp/newsrelease/upload_files/NOEX20240314JP.pdf
https://www.nex.jx-group.co.jp/newsrelease/upload_files/NOEX2024JP.pdf
https://www.nex.jx-group.co.jp/newsrelease/upload_files/NOEX0228JP.pdf
https://www.nex.jx-group.co.jp/newsrelease/upload_files/NOEX240205JP.pdf
https://www.nex.jx-group.co.jp/newsrelease/upload_files/20231215JP.pdf

